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や
っ
さ
ふ
れ
あ
い
市
場
三
原
店・本

郷
店
で
４
月
１
日
、県
内
9
Ｊ
Ａ
合
併

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま

誕
生
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
三
原
店
で
は
開
店
と
同
時
に
多
く
の

地
域
利
用
客
で
賑
わ
い
、先
着
１
０
０

人
に
記
念
品
と
し
て
紅
白
餅
と
Ｊ
Ａ
ひ

ろ
し
ま
創
立
記
念
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。特
設
コ
ー
ナ
ー

で
は
合
併
Ｊ
Ａ
の
産
直
市
か
ら
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
や
ぽ
ん
ず
、サ
イ
ダ
ー
な
ど
の

人
気
商
品
が
並
び
、利
用
客
か
ら
好
評

で
し
た
。

　
沢
山
の
ご
来
店
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
は
、
４
月
27
日
に
Ｊ
Ａ
三
原

女
性
部
役
員
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
部

員
33
人
が
出
席
。
令
和
４
年
度
活
動
報

告
や
令
和
５
年
度
活
動
計
画
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
三
原
女
性
部
と
し
て
は
最
後
の

総
会
と
な
り
、
７
月
か
ら
は
「
Ｊ
Ａ
ひ

ろ
し
ま
女
性
部
三
原
地
区
本
部
」
と
な

り
ま
す
。

　
下
久
保
幸
子
部
長
は
「
合
併
で
他
の

女
性
部
と
の
交
流
も
深
ま
り
、
活
動
の

幅
も
広
が
る
。
女
性
部
一
丸
と
な
っ
て

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
こ
う
」

と
力
を
込
め
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
柑
橘
事
業
部
で
４
月
10
日
、「
せ
と

だ
柑
橘
農
業
塾
」
を
開
き
ま
し
た
。
柑

橘
栽
培
が
盛
ん
な
瀬
戸
田
地
域
か
ら
30

人
が
参
加
。
栽
培
未
経
験
者
や
技
術
習

得
を
目
指
す
人
を
対
象
に
毎
月
１
回
行

な
わ
れ
、
２
０
２
４
年
３
月
ま
で
開
催

し
ま
す
。

　
開
講
初
日
は
各
品
種
の
特
徴
や
柑
橘

栽
培
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
田
平
崇
晟
さ
ん

（
21
）は
、「
知
識
を
深
め
、
正
し
い
栽

培
方
法
を
勉
強
す
る
た
め
参
加
し
た
。

地
域
に
適
し
た
方
法
で
よ
り
良
質
な
柑

橘
を
栽
培
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
栽
培
内
容
を
中
心
に
座
学
講

義
と
剪
定
や
摘
果
な
ど
園
地
実
習
も
行

な
う
予
定
で
す
。

　
４
月
27
日
（
木
）
放
送
の
つ
な
ぐ
大

地
の
絆
―
Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ
―
に
、
尾
道
市

瀬
戸
田
町
の
山や

ま
も
と本 

凌り
ょ
う

生せ
い

さ
ん
（
25
）

が
出
演
し
ま
し
た
。

　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、「
つ
な
ぐ

大
地
の
絆
」
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ

い
！

　
※ 

過
去
に
放
送
さ
れ
た
内
容
も
観
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

主
な
生
産
品
目

：

レ
モ
ン
・
柑
橘 

▲挨拶をする下久保部長

▲真剣に講義を受ける参加者たち

▲�記念品を受け取る利用客（右）

第
19
回
Ｊ
Ａ
三
原
女
性
部
役
員
総
会

つ
な
ぐ
大
地
の
絆 

―
Ｂａ
ｔｏｎ
―

や
っ
さ
ふ
れ
あ
い
市
場
三
原
店
・
本
郷
店

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
誕
生
祭

せ
と
だ
柑
橘
農
業
塾
を

開
講
し
ま
し
た
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水
　稲

硫
黄
欠
乏
に
つ
い
て

　

硫
黄
は
作
物
の
生
育
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
必
須
元
素
の
一
つ
で
す
が
、
火

山
国
で
あ
る
日
本
で
は
、
硫
黄
欠
乏
の
発

生
リ
ス
ク
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。　

　

広
島
県
で
は
、
数
年
前
か
ら
中
北
部
地

帯
を
中
心
に
初
期
生
育
停
滞
症
状
が
点
在

確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
調
査
の
結
果
、

硫
黄
欠
乏
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

主
な
症
状
と
被
害

　

田
植
え
後
30
日
頃
か
ら
、
次
の
よ
う
な

症
状
が
現
れ
ま
す
。

①
下
葉
の
黄
化

②
初
期
生
育
の
停
滞

　
（
分
げ
つ
が
少
な
い
、
草
丈
が
短
い
）

③ 

６
月
末
頃
か
ら
症
状
は
回
復
し
始
め
、

急
激
に
葉
色
が
濃
く
な
り
草
丈
も
長
く

な
る

　

生
育
中
期
（
６
月
末
～
７
月
）
の
窒
素

吸
収
過
多
に
よ
っ
て
軟
弱
生
育
と
な
り
、

倒
伏
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
病

害
抵
抗
性
の
低
下
に
よ
り
穂
い
も
ち
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
栄
養
成
長
期
間
の
短
い
早
生
品
種
で
は
、

穂
数
不
足
で
十
分
な
籾
数
が
確
保
で
き
ず
、

減
収
を
招
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

診
断
方
法

　

窒
素
欠
乏
や
ガ
ス
わ
き
な
ど
に
よ
る
初

期
生
育
停
滞
に
症
状
が
似
て
い
る
た
め
、

外
観
の
み
で
の
識
別
は
困
難
で
す
。

　
硫
黄
を
含
む
「
硫
マ
グ
」「
畑
の
カ
ル
シ

ウ
ム
」な
ど
の
肥
料
を
硫
黄
欠
乏
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
株
元
に
ひ
と
つ
ま
み
埋
め
込

み
ま
す
。
10
～
14
日
後
に
症
状
が
改
善
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
硫
黄
が
吸
収

で
き
て
い
な
い
と
い
う
判
定
に
な
り
ま
す
。

　

疑
わ
し
い
症
状
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

水
稲
に
関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
　
●
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

柑
　橘

　
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
い
好
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
病
害
虫
被
害
は
気
温
が

高
ま
る
に
つ
れ
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
今
月

の
重
点
作
業
は
黒
点
病
対
策
で
す
。
梅
雨
時

期
と
な
り
雨
水
で
黒
点
病
の
感
染
が
強
ま
る

時
期
で
す
。
感
染
源
は
枯
れ
枝
で
写
真
の
よ

う
に
黒
色
の
点
々
病
斑
が
果
皮
に
発
生
し
ま

す
。
一
般
的
な
病
気
で
す
が
外
観
品
位
が
著

し
く
低
下
し
ま
す
。
対
策
は
薬
剤
散
布
で
果

実
を
病
原
菌
か
ら
守
る
こ
と
と
、
病
原
菌
の

発
生
源
で
あ
る
枯
れ
枝
の
除
去
で
す
。
病
原

菌
は
枯
れ
枝
で
胞
子
を
作
り
ま
す
。
枯
れ
枝

の
多
い
老
木
は
、
被
害
が
多
く
丁
寧
な
防
除

が
必
要
で
す
。
枯
れ
枝
の
発
生
は
冬
期
に
は

少
な
く
、
５
～
10
月
に
多
く
な
り
ま
す
。
乾

燥
、風
害
、寒
害
で
落
葉
が
多
く
な
る
と
枯
れ

枝
が
増
え
被
害
も
多
く
な
り
ま
す
。
薬
剤
は

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
6
０
0
倍
ま
た
は

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤
6
０
0
倍
で
す
。
防
除

暦
に
従
っ
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
散
布
後

に
降
雨
が
2
０
0
～
2
５
0
㎜
あ
れ
ば
薬
剤

の
残
効
が
な
く
な
り
再
散
布
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
散
布
後
の
合
計
雨
量
を
確
か
め
な
が

ら
次
の
防
除
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。
６
～

８
月
は
初
期
感
染
と
言
わ
れ
ま
す
。
特
徴
は

次
の
通
り
で
す
。
病
斑
の
黒
点
が
大
き
い
。

少
し
飛
び
出
し
て
い
る
。
ま
わ
り
に
白
い
ふ

ち
ど
り
が
発
生
す
る
。
病
斑
は
ガ
サ
ガ
サ
し

て
い
る
。
初
期
感
染
は
目
立
つ
病
斑
に
な
り

ま
す
の
で
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

落
葉
果
樹

　

梅
雨
に
入
る
と
降
雨
の
日
が
続
き
、
病

害
の
発
生
や
農
作
業
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
生
育
状
況
を
確
認
し
、
計
画
的
に

農
作
業
や
防
除
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

摘
果
・
摘
粒
・
摘
房

【
ブ
ド
ウ
】
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
が

終
わ
り
、
実
止
ま
り
が
確
認
で
き
た
ら
樹

勢
の
弱
い
樹
か
ら
摘
房
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
２
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
ま
で

に
房
の
整
形
を
行
な
い
ま
す
。
穂
軸
の
長

さ
は
、
２
回
目
の
処
理
時
点
で
、
ピ
オ
ー

ネ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
約
６
㎝
、

マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
リ
ー
Ａ
で
約
７
㎝
程
度
が

目
安
で
す
。
房
の
長
さ
の
調
整
が
終
了
し

硫黄欠乏被害株の様子

た
ら
摘
粒
を
行
な
い
ま
す
。
摘
粒
で
は
、

小
粒
果
、
奇
形
果
、
変
形
果
、
内
向
き
果
、

飛
び
出
し
果
を
除
去
し
房
型
を
整
え
ま
す
。

ピ
オ
ー
ネ
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
40

粒
、
ベ
リ
ー
Ａ
は
80
粒
程
度
を
目
安
に
実

施
し
ま
す
。

【
モ
モ
】
仕
上
げ
摘
果
終
了
後
、
再
度
適
正

着
果
量
か
ど
う
か
見
直
し
摘
果
を
行
な
い

ま
す
。
中
果
枝
（
20
～
30
㎝
）
で
１
果
、

長
果
枝
（
30
㎝
以
上
）
で
２
果
、
短
果
枝

群
（
10
㎝
前
後
）
で
５
～
６
枝
に
１
果
程

度
が
目
安
で
す
。
ま
た
、
摘
果
の
見
直
し

を
し
な
が
ら
〝
袋
か
け
〟
を
行
な
い
ま
す
。

【
カ
キ
】
開
花
が
終
了
し
た
ら
生
理
落
果
が

始
ま
り
ま
す
。
生
理
落
果
終
了
後
、
奇
形

果
や
病
害
虫
被
害
果
、
奇
形
果
、
発
育
不

良
果
、
傷
果
な
ど
を
中
心
に
摘
果
し
ま
す
。

着
果
が
多
く
摘
果
が
少
な
け
れ
ば
翌
年
の

着
果
量
に
も
影
響
し
ま
す
（
隔
年
結
果
の

助
長
）。

【
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
】
長
果
枝
で
は
３
～
４

果
、
中
果
枝
で
は
２
果
、
短
果
枝
で
は
１

～
０
果
程
度
を
目
安
に
摘
果
を
行
な
い
ま

す
。
奇
形
果
や
扁
平
果
な
ど
を
中
心
に
摘

果
し
ま
し
ょ
う
。

新
梢
の
管
理

（
芽
か
き
・
摘
心
・
捻
枝
・
誘
引
・
副
梢
の

管
理
）

　

発
生
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
込
み

合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
芽
か
き
や
枝
抜
き
、

枝
の
伸
長
を
抑
制
さ
せ
る
た
め
の
摘
心
や

捻
枝
（
ね
ん
し
）
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
副
梢
（
わ
き
芽
）
の
発
生
が
み
ら

れ
た
ら
１
～
２
枚
で
摘
心
す
る
か
、
込
み

合
っ
て
い
れ
ば
除
去
し
ま
す
。

注
意
す
る
主
な
病
害
虫

　
ブ
ド
ウ
… 

灰
色
か
び
病
、
ベ
ト
病
、
晩

腐
病
、
褐
斑
病
、
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類 

等

アザミウマ被害果

　
カ
キ
… 

落
葉
病
、
炭
疽
病
、
カ
キ
ノ
ヘ
タ

ム
シ
ガ 

等

　
モ
モ
… 

灰
星
病
、黒
星
病
、シ
ン
ク
イ
ム
シ

類 

等

モモの黒星病

　
イ
チ
ジ
ク
… 

そ
う
か
病
、カ
ミ
キ
リ
ム
シ

類 

等

　
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
…
果
実
軟
腐
病 

等

家
庭
菜
園

　

６
月
は
気
温
・
湿
度
と
も
高
く
な
り
過

ご
し
に
く
い
時
期
で
す
。

　

野
菜
に
と
っ
て
も
多
雨
・
多
湿
は
様
々

な
病
気
が
発
生
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

育
て
た
野
菜
が
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ

う
、早
め
の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
マ
ル
チ
ン
グ

　
土
壌
に
は
、様
々
な
菌
が
存
在
し
降
雨
に

よ
る
泥
の
跳
ね
あ
が
り
で
菌
が
作
物
に
付
着

す
る
こ
と
で
病
気
が
発
生
し
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
わ
ら
や
も
み
殻
な
ど
を

株
の
周
囲
に
敷
く
マ
ル
チ
ン
グ
が
有
効
で

す
。
泥
の
跳
ね
あ
が
り
を
防
ぎ
、
土
壌
の

乾
燥
や
地
温
上
昇
の
軽
減
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

②
圃
場
排
水
性
の
改
善

　

降
雨
が
続
き
、
圃
場
に
水
が
溜
ま
り
続

け
る
と
、
根
腐
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

排
水
が
良
く
な
い
圃
場
は
、
あ
ら
か
じ
め

溝
切
り
を
行
な
う
な
ど
水
の
滞
留
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

③
通
気
性
の
改
善

　

野
菜
の
病
気
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
カ

ビ
な
ど
の
菌
は
、
通
気
性
が
悪
い
条
件
下

な
ど
で
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
ま
め
な
摘
葉
（
葉
か
き
）
や
整
枝
を

行
な
う
こ
と
で
、
通
気
性
が
改
善
さ
れ
湿

気
の
停
滞
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
、
株
全
体

に
光
が
当
た
り
成
長
促
進
効
果
も
見
込
ま

れ
ま
す
。

④
殺
菌
剤
（
予
防
剤
）
の
散
布

　

梅
雨
時
期
は
、
作
物
が
病
気
に
感
染
す

る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
為
、
殺
菌
剤
の
役

割
が
重
要
で
す
。。

　

殺
菌
剤
に
は
大
き
く
分
け
て
予
防
に
適

し
て
い
る
も
の
と
治
療
に
適
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
病
気
が
進
行
し
た
も

の
を
完
全
に
治
療
す
る
事
は
難
し
い
為
、

感
染
前
（
降
雨
が
予
想
さ
れ
る
前
日
な
ど
）

に
予
防
剤
を
葉
の
裏
側
ま
で
し
っ
か
り
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

◎
病
気
発
生
後
の
対
応

　

病
気
が
発
生
し
た
場
合
、
初
期
で
あ
れ

ば
発
病
葉
を
取
り
除
き
、
重
度
の
場
合
は

株
ご
と
引
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

　

発
病
し
た
株
を
放
置
し
て
お
く
と
、
健

全
な
株
ま
で
病
気
が
広
が
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
取
り
除
い
た
葉
や
株
を
圃
場
に
残

し
て
し
ま
う
と
、
来
年
以
降
も
病
原
菌
が
土

壌
に
残
留
す
る
場
合
も
あ
る
為
、
必
ず
圃
場

外
へ
持
ち
出
す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

イチジクそうか病
被害果

黒点病被害果

三原地域本部三原地域本部
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各種ローン利用の
みなさまへ

　合併により「利息計
算書」の発送を終了す
ることとしておりまし
たが、システム不具合
により、引き続き「利
息計算書」が発送され
ておりました。現在は、
発送停止手続きが完了
しております。今後は、
「農業資金」「事業資金」
のみ発送しますので、
ご了承いただきますよ
う、お願いいたします。

【アグリセンターの休日】

【年金相談会　開催時間】
10：00 ～ 16：00

【営業時間】
11月～  3月　８：30～17：00
  4月～10月　８：30～17：30

（せとだ ８：30 ～ 18：00）

31
月

30
日

29
土

28
金

27
木

26
水

25
火

24
月

23
日

22
土

21
金

20
木

19
水

18
火

17
月

16
日

15
土

14
金

年
金
相
談
会
　
三
原
西
支
店

13
木

12
水

11
火

10
月

9
日

8
土

7
金

年
金
相
談
会
　
竹
原
支
店

6
木

5
水

4
火

3
月

2
日

1
土

お知らせカレンダー
※予定が変更する場合があります。
　ご了承ください。

７月

・わけぎ������� ２束
☆豚肉ミンチ���� 200ｇ
☆しょうが、にんにく
 　 �������� 各１片
☆片栗粉����� 小さじ２
☆しょうゆ���� 小さじ２
☆ごま油����� 小さじ２
☆オイスターソース 小さじ２
☆酒������� 大さじ１
☆中華スープのもと 小さじ１
・餃子の皮����� 40枚
・水�������� 100㏄

① わけぎを１分間、塩ゆでする。
② ☆の材料をよく混ぜ、冷蔵庫で

30分寝かせる。
③ わけぎを５mm幅に切り、②に入

れてよく混ぜる。
④餃子の皮で包んで焼く。
⑤ 焦げ目が付いたら水を少し入れ

てふたをし、水分がなくなった
ら完成。

　自然を相手にしているので毎年様々な苦労
がありますが、旬の農産物を安く販売できる
ように栽培を行なっています。

　利用者の方から美味しかったなどの声を聴
ける事がとても嬉しく、やりがいです。「良
いものを安く」をモットーにみなさんに新鮮
で安全な地場農産物を食べて頂けるように取
り組んでいますのでぜひご賞味ください！

わけぎ餃子
わけぎを

たっぷり使った
わけぎ餃子

　三原市木原地区の関塚真理さん（42）は、
「地域の特産であるわけぎを守り、多くの人に
おいしさを知ってもらいたい」という思いで、
４年前両親の畑を継ぐため静岡から家族で帰
省し、わけぎを栽培しています。 生産者の関塚真理さん（右端）とご家族

・わけぎを塩ゆですることで、甘みがグッと引き立ちます。
・②を冷蔵庫で寝かせることでうまみが凝縮されます。
・多めの油で焼くとカリッとした食感になります。

三原市本郷南

 花
はなおか

岡 達
たつ

男
お
さん

約1.3haで水稲、約
1.5haで枝豆、白ネ
ギ、里芋、カボチャ
など約20品目の野菜
を栽培しています。

三原地域本部
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